
そうじゃ議会だより

（2）

そうじゃ議会だより

（3）

好
転
す
る
は
ず
が
な
い
と
い
う

声
も
耳
に
す
る
。
前
市
長
の
言

う
、
財
政
は
よ
く
な
っ
た
、
安

定
軌
道
に
入
っ
た
と
い
わ
れ
る

根
拠
を
、
副
市
長
と
し
て
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

問答
平
成
18
年
度
当
初
予
算

の
編
成
時
期
に
お
い
て
、

国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
国

庫
補
助
金
、
負
担
金
の
削
減
、

縮
小
や
地
方
交
付
税
の
見
直
し

等
に
よ
る
大
幅
な
財
源
不
足
を

生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
今
日
の
財
政
状
況
を

説
明
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

市
税
の
回
復
の
兆
し
が
見
え
た

こ
と
、
地
方
交
付
税
の
減
少
が

想
定
よ
り
少
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
、
歳
入
面
に
お
い
て
、
安
定

感
も
見
ら
れ
る
た
め
、
前
市
長

は
財
政
は
安
定
軌
道
に
入
っ
た

と
い
う
認
識
を
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
財
政
状
況
を
判
断

す
る
に
は
、
単
年
度
の
決
算
状

況
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
指

数
を
総
合
的
に
判
断
す
る
も
の

で
あ
り
、
財
政
構
造
の
弾
力
性

を
示
す
経
常
収
支
比
率
、
公
債

費
に
よ
る
財
政
負
担
の
度
合
い

を
判
断
す
る
実
質
公
債
費
比
率

な
ど
は
前
年
よ
り
悪
化
を
し
て

い
る
。
今
は
決
し
て
い
い
と
は

言
っ
て
い
な
い
が
、
現
在
、
行

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
財
政
効
果
、
ま
た
景
気
回

復
等
に
伴
う
税
収
等
の
増
を
期

待
し
な
が
ら
、
徐
々
に
今
後
健

全
化
に
向
か
う
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。 

（
副
市
長
）

渡

邊

繁

雄

企
業
誘
致
に
係
る
用
地

の
確
保
に
つ
い
て

問問
今
の
経
済
情
勢
に
多
少

偏
り
は
あ
る
が
、
や
や

全
般
的
に
景
気
の
上
向
き
状
態

に
あ
る
。
そ
う
い
う
中
で
、
企

業
は
自
分
の
求
め
る
土
地
へ
の

進
出
計
画
を
す
る
わ
け
で
あ
る

が
、
本
市
の
中
で
用
途
区
域
の

色
塗
り
の
区
域
で
あ
る
工
業
専

用
あ
る
い
は
工
業
、
準
工
業
の

用
地
が
ど
の
く
ら
い
残
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
中
で
、

１
カ
所
で
大
体
最
大
の
面
積
が

確
保
で
き
る
の
か
。
市
民
の
多

く
の
負
託
に
こ
た
え
る
た
め
に
、

長
期
安
定
的
な
財
源
確
保
の
た

め
に
は
、
企
業
を
誘
致
し
、
固

定
資
産
税
を
支
払
い
い
た
だ
き
、

あ
る
い
は
雇
用
の
安
定
確
保
は

本
市
の
非
常
に
大
事
な
部
分
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
速
や
か
に
、

担
当
課
、
役
所
を
挙
げ
て
の
対

応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

問答
工
業
専
用
、
工
業
、
準

工
業
の
用
地
は
、
当
初

の
工
業
専
用
地
域
59
・
1
ｈ
ａ
、

工
業
地
域
42
・
8
ｈ
ａ
、
準
工

業
地
域
32
・
9
ｈ
ａ
と
な
っ
て

お
り
、
井
尻
野
、
真
壁
地
区
の

工
業
専
用
地
域
は
ほ
ぼ
完
了
し
、

工
業
地
域
に
つ
い
て
も
伯
備
線

の
東
西
の
区
域
の
う
ち
、
東
側

は
一
部
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
企

業
進
出
は
困

難
と
考
え
ら

れ
、
ま
た
、

西
側
に
つ
い

て
も
土
地
の

確
保
は
難
し

い
状
況
で
あ

る
。
準
工
業

地
域
に
つ
い

て
は
約
３
ｈ

ａ
あ
る
が
、

地
権
者
の
動

向
を
考
え
る

と
か
な
り
困

難
性
が
あ
る
。

1
カ
所
で
確

保
で
き
る
最

大
の
面
積
は
、

先
ほ
ど
の
約

３
ｈ
ａ
が
最

大
の
も
の
と

考
え
る
。

　

今
後
の
企
業
誘
致
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
市
街
化
区
域
の

早
急
な
拡
大
、
見
直
し
は
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
域

以
外
で
の
地
区
を
計
画
的
に
検

討
し
な
が
ら
、
用
地
確
保
を
し

て
ま
い
り
た
い
。

 

（
市
長
職
務
代
理
者
）

大

熊

公

平

契
約
に
つ
い
て

問問
水
道
事
業
に
係
る
随
意

契
約
に
つ
い
て
、
工
事

等
の
契
約
を
含
め
、
契
約
規
則

に
定
め
る
金
額
を
超
え
て
随
意

契
約
を
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

契
約
規
則
に
違
反
す
る
の
で
は

な
い
か
。

　

ま
た
、
特
定
の
業
者
の
み
と

随
意
契
約
を
行
っ
て
い
る
。
公

平
性
、
透
明
性
を
確
保
す
る
た

め
に
慎
重
に
行
う
べ
き
と
思
う

が
、
そ
の
理
由
が
あ
れ
ば
明
快

な
回
答
を
お
願
い
す
る
。

　

今
回
の
百
条
委
員
会
で
も
質

問
さ
れ
た
随
意
契
約
の
事
実
を

把
握
し
、
上
水
道
課
の
体
質
改

善
が
必
要
と
思
う
が
、
所
見
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
市

全
体
の
随
意
契
約
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。

問答
水
道
事
業
に
係
る
契
約

事
務
に
つ
い
て
は
、
地

方
自
治
法
、
総
社
市
契
約
条
例

及
び
同
契
約
規
則
を
遵
守
し
事

務
を
執
行
し
て
お
り
、
規
則
違

反
は
な
い
。
規
則
に
定
め
る
金

額
を
超
え
て
の
契
約
に
つ
い
て

も
、
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お

頓

宮

美

津

子

福
祉
行
政
に
つ
い
て

問問
母
子
家
庭
対
策
の
ひ
と

つ
で
あ
る
、
経
済
的
支

援
策
の
児
童
扶
養
手
当
で
あ
る

が
、
国
は
各
自
治
体
へ
母
子
家

庭
の
自
立
支
援
の
政
策
、
計
画

を
立
て
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で

あ
る
。
詳
細
は
未
定
だ
が
、
来

年
４
月
か
ら
受
給
開
始
か
ら
５

年
経
過
し
た
家
庭
に
対
し
、
支

給
が
減
額
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

本
市
は
こ
の
大
変
な
母
子
家
庭

の
状
況
を
支
援
す
る
た
め
の
対

策
と
し
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。

問答
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い

て
は
、
平
成
20
年
４
月

か
ら
一
部
支
給
停
止
措
置
が
実

施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
母
子

家
庭
対
策
は
、
従
来
の
児
童
扶

養
手
当
中
心
の
経
済
的
支
援
か

ら
、
就
業
、
自
立
に
向
け
た
総

合
的
な
支
援
と
転
換
が
図
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
自
立

が
困
難
な
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
一
部
支
給
停
止

の
対
象
に
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
る
。

　

本
市
の
母
子
自
立
支
援
策
と

し
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
の
就

業
を
よ
り
効
果
的
に
促
進
す
る

た
め
、
自
立
支
援
教
育
訓
練
給

付
金
事
業
等
の
実
施
を
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

 

（
市
長
職
務
代
理
者
）

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ

い
て

問問
本
市
は
、
比
較
的
岡
山

県
の

中
で
も
災
害

の
少
な
い
地

域
か
も
し
れ

な
い
が
、
防

災
マ
ニ
ュ
ア

ル
と
い
っ
た

も
の
は
な
い
。

今
年
度
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
各
家

庭
に
配
布
さ

れ
た
が
、
非

常
に
大
き
く
、

使
い
に
く
い

と
い
う
声
が

あ
る
。
そ
こ

で
、
も
う
少

し
コ
ン
パ
ク

ト
で
見
や
す

い
、
わ
か
り

や
す
い
、
高

齢
者
に
も
や
さ
し
い
防
災
マ
ニ

ュ
ア
ル
が
必
要
で
は
な
い
か
。

災
害
が
少
な
い
と
い
っ
て
も
、

い
つ
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
。
早
い
う
ち
に
、
防
災
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。 

問答
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
つ
い
て
は
、
平
成
17

年
５
月
水
防
法
の
改
正
に
よ
り
、

住
民
に
対
し
て
洪
水
時
の
避
難

場
所
、
浸
水
の
深
さ
、
そ
の
他

の
事
項
を
周
知
す
る
手
段
と
し

て
、
速
や
か
な
作
成
、
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

御
指
摘
の
よ
う
な
防
災
全
般

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
つ
い

て
は
、
皆
さ
ん
の
御
意
見
や
議

員
さ
ん
方
か
ら
も
い
い
案
が
あ

れ
ば
、
提
案
も
し
て
い
た
だ
き
、

高
齢
者
に
も
わ
か
り
や
す
い
も

の
を
作
成
す
る
よ
う
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

 

（
市
長
職
務
代
理
者
）

塩

見

禎

章

本
市
の
財
政
状
況
に
対

す
る
市
長
の
認
識
に
つ

い
て

問問
市
の
財
政
状
況
に
対
す

る
前
竹
内
市
長
の
認
識

に
つ
い
て
、
副
市
長
と
し
て
の

考
え
を
お
尋
ね
す
る
。

　

前
市
長
は
、
広
報
紙
、
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
や
い
ろ
い
ろ
な

場
で
、
本
市
の
財
政
は
よ
く
な

っ
た
、
安
定
軌
道
に
入
っ
た
と

市
民
の
方
々
に
報
告
さ
れ
て
い

る
。
今
ま
で
財
政
は
厳
し
い
と

聞
か
さ
れ
て
い
た
の
が
、
急
に

よ
く
な
っ
た
の
か
と
思
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
１
年
や
２
年
で

操業を開始した㈱紀文　岡山総社工場

総社市洪水ハザードマップ

市政のここが聞きたい
　９月定例市議会は、９月７日に４人の議員が一般質問を行いました。その質問の中から、１人
２質問まで要約して掲載しました。
　なお、詳しい内容をお知りになりたい方は、市立図書館などで９月定例市議会会議録（12月
上旬発行予定）をご覧になるか、インターネットで検索してください。


